























































































































































































????（? ?? ?? 。?????
:I、‘
VisualField
Fig.1.MeanReactionTimesasaFunctionofVisualeffectが生じていることを示して
FieldandStimulusType. いる．
反応時間の結果とは対照的に，
誤反応率では刺激タイプ。の主効果
に差がみられ,sarne刺激に対す
る反応の方が,different刺激に対する反応よりも誤りが多く生じている[F(1,27)=11.
94,p<.01)].多くの異同判断実験では，誤反応としてfalse"same''反応がfalse"differ-
ent''反応よりも多く生じるという結果を見出しているが，本研究の全体的結果はそれとは
逆に,false"different"反応の方がより多く出現したことを示している．誤反応における刺
激タイプ°と視野の関係はFig.2に示されている．
誤反応の分析では刺激タイプと視野との間に交互作用がみられることから[F(1,27)=
13.52,p<.01],より有利な刺激タイプが半球間で異なることが明らかである．すなわち，
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右視野左半球ではsame刺激に対
する誤反応が少なく，左視野では
different刺激に対する誤反応が
少ない．しかも，右視野左半球に
比べ，左視野右半球では，刺激間
の差が大きくなっている．言い換
えれば，左半球のfalse"same''の
反応傾向よりも，右半球のfalse
"different"の反応傾向の方がよ
り程度が強いことを示している．
同様に,sanle刺激に対する反応
の正確さは右半球よりも左半球の
方が大きく,different刺激に対し
ては左半球よりも右半球が正確さ
にまさっている．しかも，前者の
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Fig､2.MeanProportionsofErrorsasaFunctionof
VisualFieldandStimulusType.
差の方が後者の差よりも大きいことが示されている．
次に，被験者間要因である刺激確率の効果について検討したところ，反応時間では主効
果に有意差は見出せなかった[F(2,27)=2.37,n.s.]、これに対し，誤反応における刺激
確率の主効果は有意であった[F(2,27)=5.93,p<.01]・誤反応率がもっとも高いのは，
Medium群で，次いでLow群，そしてHigh群がもっとも誤反応率が低かった．つまり，
same刺激とdifferent刺激の刺激確率が等しいとき，もっとも判断が不正確になり,sarne
刺激の生起確率がdifferent刺激の生起確率よりも大きいときに判断力ざもっとも正確に
なっている．
刺激確率と視野の交互作用をみると，反応時間においては主効果と同じく有意差は見出
されなかった[F(2,27)=2.91,n.s.].一方，誤反応率には交互作用が見られ,High群と
Medium群では右視野の方が誤反応が少な<,Low群では左視野の方が誤反応が少なかっ
た[F(2,27)=4.11,p<.05].この結果は，刺激確率の操作は，判断の速さよりも判断の
正確さに効果をもたらしたことを示している．視野と刺激確率の関係は,Fig.3とFig.4
に示されている．
視野と他の2要因との3次交互作用は，反応時間と誤反応のいずれにおいても有意で
あった［反応時間:F(2,27)=4.02,p.<05;誤反応率:F(2,27)=6.04,p.<.01]・反応
時間で特徴的なことは,High群とMedium群ではdifferent刺激における左視野有利性が
きわめて大きいのに対し,Low群ではsame刺激における右視野有利性が大きいことであ
る．さらに,Medium群を基準としてHigh群とLow群の結果を比較すると，反応時間の
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減少が大きいのは，右視野では
High群のsame刺激に対する反
応，左視野ではLow群のdiffer-
ent刺激に対する反応であること
がわかる．また，反応時間の増加
が顕著なのは，右視野ではHigh
群のdifferent刺激に対して，左
視野ではLow群のsame刺激に
対してである．
また，誤反応率の3次交互作用
に関しては,High群とMedium
群ではsame刺激に対する右視野
有利性が大きいのに対し,Low群
ではdifferent刺激に対する左視
野有利性がさらに大きいことが特
徴的である．このように，3要因
間の交互作用は反応時間と誤反応
との間に対照的な結果を示してい
る．
分散分析の結果の検討の最後と
して,視野の要因を除いた場合の，
本実験結果の特徴をあげておく．
反応時間における刺激確率と刺激
タイプの交互作用は有意で[F(2,
27)=5.47,p<.05],same刺激
に対する反応は,High群でもっ
とも速く,Low群でもっとも遅
w,.different刺激に対する反応は
これとちょうど逆の傾向を示して
いる．すなわち，出現確率の少な
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ProbabilityandVisualField.
い刺激に対する反応は遅くなっている(Fig.5参照).
誤反応率の刺激確率と刺激タイプの交互作用も有意ではあるが[F(2,27)=3.81,p.<
､05]，反応時間のような一貫した傾向はみられない(Fig.6参照).すなわち,High群と
Medium群のsame刺激に対する反応が,Low群のsame刺激に対する反応およびdiffer-
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ent刺激に対する反応全般に比
べ,正確であることが見出された．
以上の分析とは別に9sanle刺
激を信号,different刺激をノイズ
とみなして，信号検出理論に基づ
く分析を行った．まず被験者ごと
に‘'を算出し，その値をもとに刺
激確率×視野の2要因分散分析を
行なった．Fig.7は，刺激確率お
よび視野別の平均〃'である．
α'をもとにした分散分析結果
のうち，主効果は刺激確率で見ら
れたが[F(2,27)=5.16,p.<.
05],視野ではみられなかった
[F(1,27)=2.14,n.s.]．また，
両要因の交互作用は有意であった
[F(2,27)=5.97,p.<.01]．以
上の結果から，まず刺激確率に関
しては,High群とMedium群に
比べて,Low群ではα'の値が低
いことがあげられる．すなわち，
same刺激の出現確率ｶﾇ低い条件
では，被験者の異同判断における
感度そのものが低下することを示
している．
また視野との関連からみると，
same刺激が50%以上生起する状
況においては右視野呈示の方が左
視野呈示よりも異同判断における
感度は高<,same刺激の生起確
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Fig.6.MeanProportionsofErrorsasaFunctionofStimulus
ProbabilityandStimulusType.
率力ざ低い状況においては，左視野呈示の方が感度が高くなっている．以上の結果と，先に
取り上げた反応時間と誤反応率の結果とを比較してみると，‘'の結果に近いのは誤反応率
の結果よりもむしろ反応時間の結果である．すなわち，異同判断における感度は，反応時
間にある程度反映されているといえる．
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最後に，実験セッションの進行
ualFieldに伴う反応の変化をみるために，
各刺激確率群ごとに，実験セッ
ション×刺激タイプ×視野の3要
因分散分析を行なった.その結果，
sualField反応時間と誤反応率のいずれにつ
いても，実験セッションの主効果
および，実験セッションと他の2
つの要因との間の交互作用に有意
差は見いだせなかった．したがっ
yandて，時間的経過がもたらす実験状
況に対する慣れは，被験者の反応
に効果をもたらさなかったと考え
られる．
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Fig.7
考察
本実験結果の総合的考察から指摘できることは，半球機能差と刺激生起確率の2つの要
因が異同判断処理過程に影響を及ぼしているということである．まず，半球機能差の観点
から考察していくと，本実験課題におけるラテラリテイ効果は，反応時間よりも誤反応に
おいて顕著であった.High群における結果から明らかなように，刺激確率が等しい状況で
は視野間に反応時間の有意差はみられず，半球間に刺激の処理速度の違いがあるとはいえ
ない．したがって，半球機能差の観点から実験課題をみると，ラテラリテイ効果は十分出
現していない．
この結果から示唆されることは，本実験で用いた片仮名文字刺激は，処理段階としては
形態レベルで処理され，音韻レベルまで進まなかったということである．すなわち，本実
験で用いた刺激は文字という言語的なものであるにもかかわらず，被験者に要求される課
題の処理は,非言語的段階にあったとみられる．High群における左視野の反応時間とLow
群における右視野の反応時間は，同一被験者群における非有利視野の結果となっており，
これら2つの反応時間はいずれも,Medium群の対応する視野の反応よりも速い．つまり，
刺激確率が均等でない条件においては，さらに音韻的処理よりも形態的処理が行われた可
能性が高い．
刺激処理の正確さに関しては，誤答率で視野差が見られたものの，α，の分析からは有意
な視野差は見出せなかったことから，カタカナ文字刺激の比較照合における感度には両半
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球間に明確な差はみられないと考えられる．刺激タイプ°と処理半球との関係は，このよう
な処理レベルに関する示唆を考慮して検討することが必要である．
視野と刺激タイプの交互作用の検討の結果,左半球は"sarne"判断の方が"different''判断
より速さおよび正確さにおいてまさっている．"saIne''判断の左半球優位性については，い
くつかのラテラリテイ研究で報告されており(Egeth&Epstein,1972;大岸・近藤,1984),
認知心理学の他の分野の研究からも，左半球がもっぱら支配する言語に基づいた比較は，
肯定的な過程で遂行されやすいことが指摘されている(Cohen,1977).
さらに，この問題に関して注目すべきことは，左半球の結果は，ラテラリテイ変数を計
画に加えない従来の異同判断実験と同じ傾向を示していることである．つまり,fast
"salne"効果およびfalse"same''現象に代表される異同判断における"salne''判断の優位
性は，左半球に特殊化した処理様式と関連したものという仮説が成り立つ．音韻的な処理
力ざもたらすpriming効果が"saIne"判断の優位性の原因と考えるProctor(1981)のモデル
は，この仮説と同じ立場にたっている．この結果は従来の異同判断実験で報告されてきた
fast"same''effectは，右視野左半球呈示においてしかみられず，左視野右半球呈示では
むしろfast"different''効果が生じていることを示している．
Proctorの説では，刺激の符号化の過程が異同判断処理と関係することを報告している
が，本実験の結果はこの仮説を裏付けている．つまり，言語的処理が行なわれやすい左半
球呈示においては,faStG!same''効果が生じているのに対し，非言語的処理が行なわれやす
い左視野右半球呈示では，逆の効果が生じている．この結果は，非言語的刺激においては
fast"same''効果が必ずしも見られないという指摘とも一致する(Ratcliff,1981).
ただし,primingモデルは,音韻的priming効果は刺激を継時的に呈示した場合にのみ有
効と考えているが，本実験課題では，標準刺激と比較刺激を同時呈示する手続きを用いて
"saIne"判断優位性を得ている．したがって，異同判断における処理メカニズムを考察する
場合，刺激を継時的に呈示するか同時的に呈示するかという手続き上の違いは本質的問題
ではなく，被験者が課題解決にあたって用いる処理様式がどのようなものであるかをとら
えることが必要である．
次に，右視野でみられたfast4lsame''効果は，左半球が"salne''と判断しやすい傾向を示
していることから，信号検出理論における反応閾の観点からこの効果を解釈する試みが可
能である．たとえば9salne刺激とdifferent刺激の2つの分布を仮定する異同判断の単一
過程モデルは，基本的には信号検出理論の考えに立つもので，被験者の感度α'と反応閾を
もとに，異同判断事態における被験者の反応結果を解釈しようと試みている(Krueger,
1977;Ratcliff,1985).
反応バイアスの効果に関しては，刺激の操作が反応基準だけでなく，感度α'にも影響を
与えることが指摘されてきた(Ratcliff,1987)．本実験で行なった刺激確率の操作がα'に影
11
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響を与えたことは，単に反応閾を変化させただけでなく，刺激に対する処理効率をも変化
させたことを意味する．つまり，刺激確率の違いが，脳の処理機構に影響を及ぼすと考え
られる．この問題は，二重課題における半球活性化のモデルとも関係づけられるであろう．
さらにこの結果は,Krueger(1978)の外的ノイズの増加が異同判断における結果に影響を与
えるという仮説とも一致する．別の言葉で言えば,Proctor&Weeks(1989)の解釈とは異
なり，反応時間は反応閾よりもむしろ，異同判断における感度と直接的関係していると考
えられる．
文字の音韻比較照合の手続きを用いた他のラテラリティ研究においても9saIne刺激に
対する正答率とdifferent刺激に対する誤答率から算出したα'の分析結果から，右視野の
方が左視野よりも高い値が得られたことが報告されている（大岸・近藤，1984)．しかし，
信号検出理論を異同判断実験の結果の解釈に適用する場合に問題となるのは,sanleとdif-
ferentの2つの分布が等しい分散を有することが保証されているかどうかという点であ
る.異同判断を信号検出理論から検討することに反対する立場からは,バイアス効果によっ
てα'が変化するという事実は，2つの分布が等しい分散を持たないことを示す証拠である
という指摘がなされている(Proctor&Weeks,1989).しかしながら，本実験の結果にお
いて刺激確率に伴う有利視野の変化が反応時間と誤反応率においてみられたことから，反
応バイアスの操作は同じ分布のうえで解釈されるべきではなく，むしろ各刺激確率の実験
状況に対応するsameとdifferentの分布が存在すると考えた方が適当であろう．
さらに，刺激確率の操作は9"salne"判断と0$different''判断に等しく効果を及ぼしてはい
ない.Medium群を基準にしたとき,High群の"salne''判断の反応速度はLow群の"differ-
ent''判断の反応速度よりも大きく減少している．同様の比較を妨害効果についてみると，
High群の"different''判断はLow群の66saIne''判断よりも反応時間が増大していることが
わかる．すなわち，刺激確率の操作による促進効果は"saIne"判断における方がl@different"
判断におけるより大きく現れ,妨害効果は逆に60saIne''判断よりも@@different''判断において
大きいことが示されている．
これらの促進効果と妨害効果は，誤反応率からみた判断の正確さについても当てはまっ
ている.このような結果に対して,被験者はdifferenceよりもsamenessに対して敏感であ
り9sarnenessの確率が増大したときには、その変化にともなって，被験者は反応閾を
d6salne''判断の方向に移行させやすいという解釈が可能である．この解釈は,刺激間の類似
性は処理の初期の段階で比較検討されるのに対し，刺激間の差異は処理の終わりに近い段
階で抽出されると考える仮説と基本的には同じ立場から導きだされたものである(Erik-
sen,O'Hara,&Eriksen,1982).
しかし，視野の要因をさらに加えて刺激確率の効果を検討したところでは，促進効果は
右視野の"saIne"判断と左視野の"different''判断においても顕著に生じている．また，抑制
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効果は，左視野の"sarne"判断と右視野の"different''判断でみられた．この傾向は判断の正
確さよりも速さにおいて明瞭であり，課題解決に対処するために用いた情報処理様式の違
いが反映されていることが示唆される．この問題と関連して，われわれは9"salne"という
判断を下すのは"different''という判断を下すよりも多くの情報を知っており，これ力罰事象
の比較照合の事態において構えとして働くという説が提唱されている(Downing,1971).
被験者の構えが異同判断を規定するならば9"salne"判断の処理力ざ意志決定において優先
されやすいのは，特に範檮的態度を被験者がとる場合である．これは，左半球に特殊化し
た認知様式に相当する．この解釈は9sarne刺激を操作した実験課題においても,sarneness
力ざ反応時間に及す効果は，左視野の方が右視野よりも大きいという結果が見出されている
ことによっても裏付けられている(大岸・近藤，1984)．以上の結果から，刺激確率による
反応バイアスの操作は単に，反応閾を変化させるだけでなく，異同判断事態の構造に影響
を及ぼすと結論づけられよう．
この結論は，時間的経過に伴う被験者の側の情報処理の変化によってさらに裏付けるこ
とができる．しかし，本実験では実験セッションの違いによる結果の差は見出されなかっ
た．その理由としては，すでに第1セッションにおいて，被験者は処理能力の漸近線に達
したことが考えられる．別の研究では,実験セッションの経過とももにsame刺激のsame‐
nessの程度が反応時間に及ぼす効果は，左視野の方が右視野よりも小さくなっていくこと
力寸報告されており，上記の解釈を支持する結果が得られている(大岸・近藤，1984）
以上の結果を要約すると，課題全体がもたらすバイアス効果は，異同判断の処理様式を
決定すると考えられる．この問題をさらに検討していくためには，刺激確率の水準設定を
さらに細分化することによって，他の要因との関数関係をみること力ざ必要である．また，
異同判断課題における信号検出理論の仮定する正規性が当てはまるか否かについては，被
験者に判断の確信度を答えさせ，各確信度について〃，を算出する方法が考えられる．
反応バイアスの操作に関しては，刺激確率を用いる以外に，刺激に含まれる関連次元の
数を実験変数とした実験が可能であろう．この場合，関連次元を多くして冗長性を大きく
する操作は9"saIne"判断の方向に，また関連次元を少なくする操作は!!different"判断の方
向にバイアスをかけることになり，このような実験操作が半球優位性に及ぼす効果を考察
することが，異同判断メカニズムの解明の手がかりを今後さらに提供すると思われる．
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Summary
Thispaperinvestigatedthecognitiveprocessofsame-differentjudgmentsfromaperspectiveofthe
hemisphericasymmetryandtheresponsebias.Thirtystudentsubjectsparticipatedthedivided-
visual-fieldexperiment,whereonetargetletterwaspresentedfoveallyandthreetestletterswere
presentedlaterallyeithertotherightvisualfieldortheleftvisualfield.Thesubjectswereinstructed
tojudgewhethertheteststimulicontainedtheidenticalletterwiththetargetpresentedsimultaneous-
lywiththeteststimuli.Reactiontimesanderrorrateswereexaminedbytheanalysisofvariance
andthesignaldetectiontheory.Theresultsindicatethat$lsame''responseswerefasterandmore
accuratewhentheteststimulipresentedtotherightvisualfieldwhereasthe@ldifferent''responses
異同判断処理過程と半球優位性
werefasterandmoreaccuratewhentheteststimuliwerepresentedtotheleftstimuli.The
manipulationofthestimulusprobabilityalsoaffectedthevisualfieldsuperiority,thatis,thebiasto
"same"facilitatedaprocessinthelefthemisphereandthebiasto"different''hastenedaprocessin
therighthemisphere・Theseresultssuggestthatthemodeofinfonnationprocessingdeterminesthe
degreeofthefast"same''effectandthespeed-accuracytrade-offinthematchingprocess.
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